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Hyper Suprime-Cam (HSC)は主焦点に設置されたすばる望遠鏡のメインの観測装置。広い視野を持つ、可視光のカメラである。



カメラの中には高感度のCCD(電荷結合素子)が116枚敷き詰められていて、そのうち104枚が科学観測に使われる。



Hyper Suprime-Cam

ハッブル宇宙望遠鏡「広視野カメラ3」



Hyper Suprime-Cam Subaru Strategic Program (HSC-SSP)



すばる戦略枠プログラム (Subaru Strategic Program; SSP)世界に誇る装置でタイムリーに大量の観測時間(330晩)を投入することで大きな科学成果を狙ったAll-Japanプログラム。





HSC Subaru Startegic Program: International collaboration of  all Japan, 
Princeton, and Taiwan.

Over 200 scientists are involved in this large observing program with 330 
nights.  The observation started in March 2014 and completed in January 
2021.

https://hsc.mtk.nao.ac.jp/

SSP proposal





Full overlap with SDSS
Low dust extinction
Wide R.A. range
Overlap with other NIR, spec, etc surveys.

ELIAS-N1 (D)DEEP2-F3 (D)
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SXDS (UD)
XMMLSS (D)



Final survey footprint



S21A: Latest internal release



S20A: Latest public release



In Deep
g~1hour
r~1hour
i~1.5hours
z~2.5hours
y~1.5hours
NB387~1.5hours
NB816~2hours
NB921~3hours

In UltraDeep
g~5hours
r~5hours
i~10hours
z~10hours
y~10hours
NB816~7hours
NB921~8hours
NB1010~10hours



https://hsc-release.mtk.nao.ac.jp/ (世界向けデータ公開サイト)

 Image Products
 direct file access
 file search tool
 image cutout tool
 PSF picker
 hscMap

 Catalog Products
 direct file access
 database search



SSP は CLAUDS (u-band survey) と DUNES^2 (JHK survey) と協調して Deep/UltraDeep 領域を観測しました。u2k と呼ばれる多色カタログも内部公開されています。



SSP internal のデータでサイエンスをする場合は登録が必要です。日本人であればどなたでも参加できます。
Collaboratio policy 等に従っていただく必要がありますが、

 一通りの document  が team wiki にありますので、登録後にご一読ください。

 サイエンスは各 working group を中心に行っています。
 メーリングリストに登録すると telecon の情報など流れて来ると思います。

 が、サーベイも終盤でして、最近はどの ML …もとても静かです 。



https://hsc-release.mtk.nao.ac.jp/ (世界向けデータ公開サイト)



https://hsc-release.mtk.nao.ac.jp/ (世界向けデータ公開サイト)



…ここだけの話ですが



HSC Legacy Archive (HSCLA)



• HSC観測時間の3分の1はSSP観測に割り当てられた。
• 残りは共同利用観測へ。
• 共同利用観測データの科学的価値は高いものの、処理済み

データは公開されてこなかった。
• 天文台で処理して公開しようぜ。

というのが HSC Legacy Archive (HSCLA) です。
https://hscla.mtk.nao.ac.jp/



SSP では観測されない様々な天体が含まれています。



SSP では観測されない様々な天体が含まれています。



最新リリースはHSCLA2016 (2016年までの共同利用観測デー
タが含まれる)。 現在、HSCLA2020に向けて作業中。 データ
の詳細は website の QA plots をご覧ください。



HSC-SSP と同じツールでデータを切り出すことができます。
SSPに慣れている方は、とても簡単にHSCLAデータが使える
はずです。どなたでもご利用いただけます。



GALAXY CRUISE



銀河は衝突・合体を多く繰り返し成長してきた。しかしその観測的な理解はまだ不完全である。・どれぐらいの頻度で起こったのか？・実際にどれぐらい銀河の成長に寄与したのか？・爆発的な星形成は励起されるのか？・超巨大ブラックホールは活動的になるのか？・…



Sloan Digital Sky Survey© 

今までの研究でよく使われてきた画像



Hyper Suprime-Cam

すばる望遠鏡で撮られた画像！



全部目で見るのはつらい！



天文学者



天文学者 一般市民



 Ajay Verma/Reuters 



https://galaxycruise.mtk.nao.ac.jp/





年内に論文を投稿予定。台内での始動から5年余。
 ・楕円銀河 vs 渦巻銀河・衝突していて、どういったfeature

 が見えるか
について統計的な分類があります。カタログを利用したい方は田中まで。


